
部活動の地域移行に関するアンケート調査結果（概要版）

実施期間・調査方法・対象・回答数

１　部活動に求めるもの（２つまでの複数回答：上位３項目と10％未満の回答）

【上位３項目】

【10％未満の回答】

※　調査結果(全項目)に、すべての選択肢を記載しています

 　児童・生徒の回答では「仲間とのよい人間関係を作ること」が各校種ともに最も割合が高く、保護者の回答では「人間として成長し、自信をもてるようになるこ

と」が各校種ともに最も割合が高かった。

　一方で、回答割合が10％未満と少数であったのは「大会やコンクールなどでよい成績をとること」（小学校保護者、中学校保護者）、「１つに限らず、興味を

もった種目を体験すること」（中学生、高校生、小学校保護者、中学校保護者）であった。

　学校の部活動に求めるものとして、好ましい人間関係を築くことや自己肯定感を高めることなどのニーズがあることがうかがえる。

実施期間
令和４年（2022年）10月18日（火）から

令和４年（2022年）11月18日（金）

調査方法 WEB回答フォームによるアンケート調査

対象
小学校

５・６年生

小学校

保護者
中学生

中学校

保護者
高校生 計

回答数 1,931 2,664 3,032 3,948 7,368 18,943

小学５・６年生 回答数 割合

仲間とのよい人間関係を作ること 949 49.1%

体力や技能などを向上させること 729 37.8%

人間として成長し、自信をもてるようになること 597 30.9%

中学生 回答数 割合

仲間とのよい人間関係を作ること 1,358 44.8%

体力や技能などを向上させること 1,231 40.6%

人間として成長し、自信をもてるようになること 1,006 33.2%

高校生 回答数 割合

仲間とのよい人間関係を作ること 3,567 48.4%

人間として成長し、自信をもてるようになること 3,049 41.4%

大会やコンクールなどでよい成績をとること 2,247 30.5%

小学校保護者 回答数 割合

人間として成長し、自信をもてるようになること 1,754 65.8%

仲間とのよい人間関係を作ること 1,515 56.9%

体力や技能などを向上させること 786 29.5%

中学校保護者 回答数 割合

人間として成長し、自信をもてるようになること 2,635 66.7%

仲間とのよい人間関係を作ること 2,203 55.8%

体力や技能などを向上させること 1,221 30.9%

大会やコンクールなどでよい成績をとること 回答数 割合

小学校保護者 208 7.8%

中学校保護者 344 8.7%

１つに限らず、興味をもった種目を体験すること 回答数 割合

中学生 233 7.7%

高校生 513 7.0%

小学校保護者 213 8.0%

中学校保護者 238 6.0%



２　学校の部活動の部費（年額）

中学校の保護者の回答 年額 平均値（上下１%除外）

３　休日の地域部活動の種目についての意向（複数回答：上位３項目と10％未満の回答）

・土曜日、日曜日の部活動を地域に移行した場合、どのような活動があったら参加したいか

【上位３項目】

【10％未満の回答】

※　調査結果(全項目)に、すべての選択肢を記載しています

４　休日の地域部活動の参加費等の許容額（月額）

小学校の保護者の回答 月額 平均値（上下１%除外）

中学校の保護者の回答 月額 平均値（上下１%除外）

 　３で「参加させたくない」以外を選択した小学校、中学校の保護者に「参加費等（月額）は、いくらまでであれば許容できるか」を問い、金額を回答してもらっ

たところ、平均3,500円程度となった。

¥3,559

¥3,446

 　子どもが学校の部活動に所属している中学校の保護者に「１年間で負担している部費や遠征費等」を問い、金額を回答してもらったところ、平均16,353円と

なった。月額換算では、1,362.8円。

¥16,353

　児童・生徒の回答では「平日活動しているスポーツ・文化活動と同じ種目」、「いろいろな種目を体験できる活動」、「楽しむことを目的とした活動」が各校種

で上位３項目となっており、保護者の回答では「平日活動しているスポーツ・文化活動と同じ種目」、「スポーツの基本となる身体の使い方を学ぶ活動」、「楽し

むことを目的とした活動」が各校種で上位３項目となっている。

　一方で、回答の割合が10％未満と少数であったのは「学校の部活動にはない種目を体験できる活動」（高校生）、「参加させたくない」（小学校保護者、中学校

保護者）であった。

　休日の地域部活動の種目等については、平日の活動と同じ種目だけでなく、いろいろな種目を体験できる活動や、楽しむことを目的とした活動など、幅広いニー

ズがあることがうかがえる。

小学５・６年生 回答数 割合

楽しむことを目的とした活動 770 39.9%

いろいろな種目を体験できる活動 756 39.2%

平日活動しているスポーツ・文化活動と同じ種目 716 37.1%

中学生 回答数 割合

平日活動しているスポーツ・文化活動と同じ種目 1,359 44.8%

楽しむことを目的とした活動 1,009 33.3%

いろいろな種目を体験できる活動 958 31.6%

高校生 回答数 割合

平日活動しているスポーツ・文化活動と同じ種目 2,870 39.0%

楽しむことを目的とした活動 2,350 31.9%

いろいろな種目を体験できる活動 1,811 24.6%

小学校保護者 回答数 割合

平日活動しているスポーツ・文化活動と同じ種目 1,478 55.5%

スポーツの基本となる身体の使い方を学ぶ活動 1,073 40.3%

いろいろな種目を体験できる活動 909 34.1%

中学校保護者 回答数 割合

平日活動しているスポーツ・文化活動と同じ種目 2,296 58.2%

スポーツの基本となる身体の使い方を学ぶ活動 1,568 39.7%

いろいろな種目を体験できる活動 1,206 30.5%

学校の部活動にはない種目を体験できる活動 回答数 割合

高校生 681 9.2%

参加させたくない 回答数 割合

小学校保護者 181 6.8%

中学校保護者 232 5.9%


